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ドーバー海峡に壁ができる。壁の高さはまだわからないが、人と物の自由な行き来を保

障し、規制や銀行ライセンスを共通化した EU から英国が離脱するという、予測不可能な

事態が起こる。日本企業は、英国・欧州（EU）双方での戦略見直しに追われる 2 年間と

なるだろう。メディアも、「欧米」という言葉は安易に使えなくなる。「欧」か「英」かを

区別して意識せざるを得なくなるだろう。更に、「英」「欧」それぞれの内部崩壊に歯止め

がかけられるのかが注目される。この様な混沌とした状況にあっては、自社のリスク管理

に万全を期す必要があると同時に、取引先が抱えるリスクにも、十分注意する必要がある。 

さて、私が理事を務める貿易保険のことを少し紹介させて頂きたい。現在、独立行政法

人日本貿易保険（NEXI: Nippon Export and Investment Insurance）が引受け、国が再保険し

ているこの制度は、1950 年に創設され、戦後日本の輸出振興期からこれまで、時代時代

の要請に応えて商品制度を変えつつ、我が国の対外経済発展に貢献してきた。2017 年 4
月に NEXI は政府 100%出資の株式会社に衣替えするが、政府が支える制度であることに

何ら変わりはない。 

貿易保険は大きく分けて 3 つの種類の保険を引き受けている。第一に輸出に掛ける保険

である。これは輸出代金の回収リスクをカバーする。銀行に持ち込む輸出手形のみならず、

送金ベースの輸出債権にも掛けられる。金額の保険契約額は約 7 兆円になるので、我が国

の輸出約 70 兆円の 1 割程度に NEXI の保険がかかっていることになる。最近では、欧米

の制裁の緩和を受けて、特にイラン向け輸出への利用で注目されている。また、輸出の新

たな担い手としては、中小企業や農林水産業の利用拡大が期待されている。 

第二に投資に掛ける保険だ。海外子会社への出資に係わるカントリーリスク・天災など、

いわゆるまさかの事態をカバーする保険である。ここ数年、日本企業の海外鉱物資源への

投資が続いたこともあって、NEXI では年間 6,000 億円規模の引受を行った。資源価格下

落による投資活動はトーンダウンしているが、価格が下がったこの時期だからこそのとい

う投資もありうると思われる。資源に限らず、現地法人を本業外の非常事態から守るとい

うニーズは根強い。 

第三に融資の保険だ。日本から設備などを輸出する際、輸入者に対して銀行が代金支払
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い用資金を貸し付けるいわゆるバイヤーズクレジットの市中銀行融資は、多くの部分が

NEXI の保険で守られている。日本企業の海外事業への貸出にも利用されており、リーマ

ンショック時に、海外現法による現地での資金調達が困難になって資金繰りがひっ迫した

際、急遽行われた日本の銀行からのローンにもこの保険が活用された。 最近は、日本か

らのインフラ輸出などの大がかりな海外展開を支援する為、カントリーリスク・天災など

のカバー率を従来の 97.5%から 100%に上げるなどの利便性向上が図られている。 

ほとんど宣伝めいた話になってしまったが、不確実な時代だからこそ、保険が役割を果

たせる局面も多いと思われる。このところアジアをはじめとする新興国向けのニーズが高

かったが、英国の EU 離脱という欧州までも混沌の時代を迎えて、今後は再び欧州ニーズ

も高まるかもしれない。 

（IIMA メールマガジンへの寄稿） 
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